
1 

 

第 12回 富士見市地域公共交通会議会議録 

 

会議の名称 第１２回富士見市地域公共交通会議 

開催日時 令和元年８月２０日（火） 
開会 午後２時００分 

閉会 午後２時５０分 

開催場所 
富士見市役所  

全員協議会室 
出席者数 委員定数２０名中 出席者１４名 

出 

席 

者 

委 員 

大久保勇次委員、新井幸雄委員、名雪滋委員、白砂栄子委員、 

山科和仁委員、鶴岡洋委員、真家正人委員、板谷和也委員 

青木宏之委員、松本みどり委員、浅井義明委員、水口知詩委員、 

大森重治委員、斉藤寛委員 

 ※欠席  

桑原眞紗委員、照井誠委員、三上秀樹委員、高原昭委員 

金井正義委員、名取要委員 

事務局 

【事務局職員】 

 落合建設部長、森田建設部副部長、近藤交通・管理課長、 

厚澤交通・管理課副課長、川村交通・管理課主査、 

堺交通・管理課主任技師 

配布資料 

【会議資料】 

第１２回富士見市地域公共交通会議 次第 

第１２回富士見市地域公共交通会議 席次表 

第１２回富士見市地域公共交通会議 出席者名簿 

富士見市地域公共交通会議委員名簿 

 資料１ 富士見市デマンドタクシーの利用状況について 

 資料２ 市内循環バスについて 

公開・ 

非公開 
 公開（傍聴２名） 
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会 議 事 項 

委嘱状及び任命書交付式 

 

１ 開会  落合建設部長 

 

２ 市長あいさつ  富士見市長 星野光弘 

 

３ 会長、副会長の選出 

  会長→富士見市副市長浅井義明、副会長→流通経済大学教授板谷和也 

 

４ 議事 

 （１）富士見市デマンドタクシーの利用状況について 

   会議資料により事務局から説明。 

 質疑応答   

委 員：平成 29年度に実施したデマンド交通実証運行時は、登録者数が 7,000人か

ら 8,000 人であったと記憶しております。現在、デマンドタクシーの登録

者数は約 6,000 人となっており、実証運行時と比べて、少ないことから認

知度が低いのではと感じます。もう少し多く登録があっても良いのではと

考えますがいかがでしょうか。 

事務局：平成 29年度に実施したデマンド交通実証運行時は、7,238 名の登録があり

ました。この数字は、登録を開始し、運行終了までの約 8 か月間で達成し

たものであります。今回は、登録を開始して約 3 か月間で約 6,000 人の登

録があることから、前回より早いペースで登録があると考えております。

このようなことから、市としまして、十分に周知はできていると考えてお

ります。 

会 長：デマンドタクシーはまだ運行を開始して２か月間のデータしかございませ

ん。今後は、デマンドタクシーの利用状況等のデータを収集・分析をし、

議論をしていければと考えております。 
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 （２）市内循環バスについて 

   会議資料により事務局から説明。 

 質疑応答   

委 員：市内循環バスは、赤字を増大させることは良くないと思います。そのため、

利用者負担という考え方は良いと考えます。ただ、水谷東地域の方から、

市役所からみずほ台駅まで 1 日 9 本運行している中、水谷東地域に行くの

は、1 日 4 本のみとなっている状況であることから、みずほ台駅までの路

線が 5 本あるうち、何本か水谷東地域にも運行してほしいという意見があ

ります。 

事務局：デマンドタクシーを 3 年間実施し、この間に得たデマンドタクシーの利用

データを検証し、市内循環バスを含めた市内公共交通の見直しを検討して

いく考えです。いただきましたご意見につきましては、今後の課題とさせ

ていただきます。 

会 長：2年間のデマンドタクシーの利用データの収集を行い、市内公共交通の見直

しを検討し、市内公共交通をより良いものにしていく考えです。 

事務局：補足としまして、この会議において、市内循環バスの利用料金改定の協議

が調った際には、広報富士見の 10月号、市内循環バスの全バス停留所及び

車内に 10月以降に順次掲示し、周知していく考えです。 

副会長：高齢者特別乗車証利用者の方が今まで無料であったのが、負担が発生する

ことは大きな変更であり、変更した際の利用状況のデータを収集し、検討

してほしいと思います。また、令和 2 年 1 月に改定した後、落ち着いた時

期に利用者等にアンケート調査を実施してみてはどうかと思います。 

事務局：アンケート調査の設問はとても難しいものと考えておりますので、設問内

容を十分に検討し、アンケート調査の実施の有無を含め検討していきます。 

副会長：アンケート調査においては、感情的な回答ではなく、市内循環バスの運行

補助金が年々増加し、持続可能な事業とするため利用者負担をしていただ

く趣旨を説明し、理解していただいた上で、聞かなくてはならない項目を

厳選し、単に利用料金を値引きしてほしいというのではなく、病院の受付

時間に間に合うような時刻にしてほしいなど前向きな回答が得られるよう

な設問にする必要があると考えますので、ご検討ください。 

事務局：今回の会議におきまして、市内循環バスの利用料金の改定が確認されまし

た。今後におきましては、利用料金の改定に向け、周知等準備を行ってい

く考えです。 

５ 閉会 落合建設部長 

 


